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2021年の春は3月15日にサクラソウの開花が確認されました

戸田ヶ原自然再生エリア第1号地  は
戸田ヶ原サクラソウ園   に名前が変わります！

オオブタクサなどの外来種だらけだった場所に、池や築山を
つくり、環境を整えるところからスタートしました。長年の
管理活動によって、現在はサクラソウなどの野の草花が咲く
草はらになりました。

　2010年2月に「戸田ヶ原自然再生エリア第1号地」を
彩湖・道満グリーンパーク内に整備して以来、多くの
皆さんとサクラソウの植栽など自然再生の取り組みを
続けてきました。この場所により親しみを持ってもらえ
るように、2019年から2020年の間に、新しい名前を決
定する市民投票を行いました。
　この春からは「戸田ヶ原サクラソウ園」となります。
新たなスタートを切る戸田ヶ原を、これからもよろしく
お願いします。 戸田ヶ原のイベントなどでシール投票パネルを設置し、

新名称の候補に投票していただきました
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戸田ヶ原自然再生ブログ（最新情報を発信中！）→

http://todagahara.blog.fc2.com/
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カワセミ営巣崖の保全管理

　カワセミの繁殖期に備えて、彩湖・
道満グリーンパークの観賞池にあるカワセミ用営巣崖
にて、崩れた土の補修や草刈りなどの保全管理を事務
局で行いました。管理を行った3月初旬、すでにカワ
セミが観賞池の周りでにぎやかに求愛の鳴きかわしを
していました。今年も繁殖が期待されます。

新型コロナウイルス感染拡大防止のため、
彩湖・道満グリーンパークに来園の際は
体調管理、マスクの着用、手洗い、ソー
シャルディスタンス(2m)にご協力ください。

『戸田ヶ原自然再生事業実施計画　    
  2021-2026』を策定しました
　これまでの戸田ヶ原自然再生事業の取り組みや成果
を見直し、2021年からの6年間の新たな取り組み内容
を示した「戸田ヶ原自然再生事業実施計画」の改訂版を
策定しました。  

　

ノウルシ  開花しています！
ノウルシの黄色とサクラソウ
のピンク色が、戸田ヶ原の
春を美しく彩っています。
4月中旬頃まで見られます。

春のサクラソウお花見イベント春のサクラソウお花見イベント

　   戸田ヶ原さくらそうウィーク

今年は、お好きな時間にゆっくりとお花見を楽しんで
ください。会場には案内板を設置しています。

【期間】 4月10日(土)～ 17日（土） 
　　　7：30～ 18：30（公園の開園時間内）
【場所】 彩湖・道満グリーンパーク内
  　　   戸田ヶ原サクラソウ園、ピクニック広場

　   戸田ヶ原さくらそう展示会 

【期間】3月31日(水) 13：00～ 4月6日(火) 12：00
【場所】イオンモール北戸田１階
　　　さくらそう広場付近の通路

サクラソウのプランターと戸田ヶ原の紹介パネルを展示
します。お買い物の際にお立ち寄りください♪

保全管理後の崖のようす
土の崖をくちばしで掘って
子育て用の巣穴を作ります

（写真は去年までの古い巣穴）

戸田ヶ原 生きもの通信戸田ヶ原 生きもの通信

　 期間中のスタッフ対応日
4月10日(土)・11日（日）　10：00～ 15：00
〇活動展示コーナー
〇記念撮影コーナー
〇クイズラリー（参加賞あり）
   など、お楽しみをご用意しています！
    　事業のシンボル種のサクラソウ、ミドリシジミ、キ

ツネ、カヤネズミ、カワセミを
中心に、さらに多くの野生の生
きものが戻ってくるように、調
査や生息環境の改善などを行っ
ていきます。また、戸田ヶ原に
関心を持つ人をさらに増やして
いくために、戸田ヶ原の歴史や
生きものを活用したPRを充実し
ていきます。


